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ま
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込
第
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卒
業
ま
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あ
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四
十
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短
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小
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福
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美
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は
る
が
き
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わ
た
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は
す
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し
し
ん
か
し
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梅
田
小
二
年　

石
下
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冬
の
夜
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小
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田
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三
年　

鈴
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た
の
し
み
だ
わ
た
し
の
み
ら
い
な
に
す
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の

梅
田
小
三
年　

北
沢　

菫

　

は
る
の
か
わ
え
が
お
と
と
も
に
な
が
れ
て
く

梅
田
小
三
年　

田
口　

す
み
れ

　
こ
お
っ
た
よ
せ
ん
た
く
も
の
が
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

梅
田
小
五
年　

古
井　

莉
々
衣

　

桜
ま
い
春
の
か
け
ら
を
手
に
取
っ
た

馬
込
中
一
年　

太
田　

温
斗

　

蝶
は
舞
う
虹
の
絵
の
具
を
ま
き
な
が
ら

「
ジ
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ニ
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※
学
校
名
、学
年
は
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

特
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馬
込
中
二
年　

稲
田　

賀
歩

　

春
風
や
文
士
の
家
の
原
稿
紙

実
行
委
員
長
賞

梅
田
小
二
年　

宮
田　

慧
真

　

お
か
あ
さ
ん
冬
み
ん
す
る
よ
三
が
日

立
正
中
三
年　

髙
田　

陸
斗

　

人
生
は
十
五
年
で
は
語
れ
な
い

立
正
高
校
二
年　

山
﨑　

く
る
み

　

課
題
後
に
私
は
ふ
と
ん
に
食
べ
ら
れ
る

馬
込
特
別
出
張
所
長
賞

馬
込
小
三
年　

山
畑　

瑛
美

　

お
も
い
で
は
じ
ぶ
ん
に
と
っ
て
た
か
ら
も
の

貝
塚
中
一
年　

後
藤　

創
志

　

春
眠
か
思
春
期
な
の
か
眠
す
ぎ
る

桜
台
高
校
一
年　

江
原　

優
里

　

新
学
期
先
生
だ
け
が
や
る
き
あ
る

馬
込
中
一
年　

長
谷
川　

史
逢

　

門
を
出
る
卒
業
証
書
握
り
し
め

馬
込
東
中
二
年　

西　

七
帆

　

水
浴
び
た
入
道
雲
と
更
衣
室

馬
込
東
中
二
年　

池
野　

遼
真

　

制
服
が
も
う
短
い
ぞ
と
春
の
道

貝
塚
中
一
年　

平
田　

陽
彩

　

雪
解
の
寄
せ
書
き
あ
つ
め
卒
業
か

貝
塚
中
一
年　

田
中　

よ
つ
ば

　

思
い
出
は
い
つ
か
は
溶
け
る
雪
だ
る
ま

立
正
中
一
年　

高
良　

龍
司

　

の
ん
び
り
と
桜
み
な
が
ら
食
べ
よ
う
か

立
正
中
一
年　

鈴
木　

日
向

　

朝
練
の
ネ
ッ
ト
揺
ら
し
て
冬
が
来
る

立
正
中
二
年　

岡
部　

碧
弥

　

風
が
吹
き
桜
の
色
が
目
に
映
る

立
正
中
二
年　

内
田　

朝
陽

　

通
知
表
母
の
た
め
息
長
く
な
る

立
正
中
二
年　

横
田　

直
城

　

桜
咲
く
道
の
ひ
か
り
を
踏
ん
で
い
く

立
正
中
三
年　

前
田　

良
太
郎

　

春
を
待
つ
光
の
網
目
言
の
葉
に

立
正
中
三
年　

新
田　

義
晴

　

卒
業
の
二
文
字
の
羽
を
手
に
し
た
い

立
正
中
三
年　

多
田　

出
雲

　

最
高
の
中
学
生
活
三
年
間

桜
台
高
校
一
年　

宮
内　

心
々
美

　

足
先
で
門
を
く
ぐ
れ
ば
新
学
期

桜
台
高
校
一
年　

川
原　

逸
世

　

自
転
車
を
降
り
て
見
上
げ
る
初
桜

桜
台
高
校
二
年　

布
施　

陸
斗

　

引
退
日
部
活
最
後
の
笛
が
鳴
る

桜
台
高
校
二
年　

友
枝　

頼

　

初
景
色
見
慣
れ
た
町
を
歩
き
け
り

立
正
高
校
一
年　

小
野
寺　

瞬

　

息
白
し
顧
問
の
咳
で
列
そ
ろ
う

立
正
高
校
一
年　

鈴
木　

杏
奈

　

雪
予
報
少
し
期
待
し
窓
を
見
る

立
正
高
校
一
年　

淺
野　

寛
長

　

雪
降
れ
ば
忠
臣
蔵
を
思
い
出
す

立
正
高
校
一
年　

浦
本　

美
輝

　

桜
咲
く
い
つ
も
と
違
う
特
別
感

立
正
高
校
二
年　

沖
村　

心
美

　

桜
咲
く
出
席
番
号
覚
え
中

立
正
高
校
二
年　

伊
藤　

瑛
太

　

電
車
内
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
の
英
単
語

立
正
高
校
二
年　

林　

真
心
人

　

凍
る
朝
白
い
息
に
も
日
が
宿
る

選
評

馬
込
中
二
年　

稲
田　

賀
歩

春
風
や
文
士
の
家
の
原
稿
紙

　

俳
句
大
会
だ
か
ら
と
い
っ
て
、全
力
投
球
で

書
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。こ
の「
文
士
の
家
」の
庭
、あ
る
い
は
す

ぐ
近
く
の
公
園
に
は
、満
開
の
桜
が
咲
き
き
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。作
者
は
そ
の
桜
に
対
抗

し
て
、こ
こ
ろ
の
目
を
か
が
や
か
せ
て
家
の
机

の
上
に
置
か
れ
て
あ
る
原
稿
用
紙
を
み
て
い

ま
す
。心
地
よ
い
春
風
に
吹
か
れ
て
い
る
原
稿

用
紙
。作
品
は
そ
れ
だ
け
で
終
っ
て
い
ま
す
が
、

読
み
終
っ
て
も
そ
の
光
景
は
消
え
て
し
ま
わ

な
い
で
、原
稿
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、

と
か
作
家
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

な
ど
と
何
度
も
思
い
返
し
て
た
の
し
む
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

選
者
鈴
木
章
和　
俳
句
結
社「
翡か
わ
せ
み翠

」主
宰

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
専
任
講
師
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馬込管内世帯人口数
（令和8年4月1日時点）

・世帯数　　32,840 

・人口（男）28,653

・人口（女）29,757

・人口（計）58,410

今
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も
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「
一
般
の
部
」

特
選

矢
口
二
丁
目　

も
り　

か
の
ん

　
は
な
び
ら
が
あ
た
ま
に
つ
い
て
い
る
よ
う
ふ
ふ

実
行
委
員
長
賞

西
馬
込
一
丁
目　

稲
田　

あ
き
よ

　
さ
く
ら
咲
く
羽
ば
た
い
て
発
つ
子
の
背
中

馬
込
特
別
出
張
所
長
賞

山
王
一
丁
目　

田
中　

さ
ち
子

　

授
乳
後
の
赤
子
の
息
か
ら
桜
の
香

入
選

南
馬
込
三
丁
目　

青
柳　

裕

　

古
い
に
し
えの

す
る
す
み
忍
ぶ
桜
道

羽
田
四
丁
目　

五
十
嵐　

顕
人

　

後
続
の
バ
ス
も
満
席
花
の
雨

南
馬
込
二
丁
目　

細
貝　

耕
一

　

円ま
ど

か
な
る
踊
り
の
輪
へ
と
散
る
桜

北
馬
込
二
丁
目　

濵
福　

秀
夫

　

お
花
見
で
再
会
祝
す
同
級
生

南
馬
込
四
丁
目　

岡
田　

久
男

　
朝
ド
ラ
の
宇
野
千
代
も
ゐ
る
花
ひ
ろ
ば

南
馬
込
六
丁
目　

ひ
ら
さ
わ　

そ
う
い
ち
ろ
う

　
さ
く
ら
さ
き
こ
こ
ろ
が
お
ど
る
は
な
ま
つ
り

　

中
馬
込
三
丁
目　

有
野　

美
優

　

桜
ま
で
胸
は
ず
ま
せ
て
踊
り
待
つ

大
森
北
四
丁
目　

山
田　

惠
一

　
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
脱
い
だ
り
着
た
り
桜
ま
じ

大
田
区
在
住　

い
と
う　

え
ま

　
は
る
や
す
み
お
と
ま
り
か
い
が
た
の
し
み
だ

荒
川
区
町
屋　

飯
嶋　

清
市

　

定
年
を
桜
と
と
も
に
迎
え
け
り

南
馬
込
四
丁
目　

長
谷
川　

泰
三

　

文
士
村
幸
せ
こ
こ
に
在
る
よ
う
な

中
央
七
丁
目　

わ
た
な
べ　

れ
い

　
す
か
あ
と
と
さ
く
ら
と
き
も
ち
ひ
ら
ひ
ら
と

す
。
そ
の
奥
は
展
示
エ
リ
ア
で
収
蔵
絵

画
が
季
節
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
常
設

展
示
さ
れ
ま
す
。

　

２
階
は
展
示
と
収
蔵
エ
リ
ア
で
す
。

書
家
・
熊
谷
恒
子
の
愛
用
品
や
経
歴
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
裏
手
に
は
熊
谷
恒
子
記
念
館

が
あ
り
ま
す
。
３
階
は
２
階
と
合
わ
せ

て
12
の
収
蔵
庫
が
あ
り
、
適
切
な
温
湿

度
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
開
館
記
念
展
「
地
域
の
美
術
を
掘
り

起
こ
す
／
読
み
替
え
る
」
2.1
～
5.10

　

館
所
蔵
の
絵
画
の
中
か
ら
昭
和
か
ら

平
成
に
か
け
て
描
か
れ
た
大
田
区
ら
し

い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

Chapter1

で
は
「
郷
土
の
画
家
」
と
題

し
て
ア
ト
リ
エ
や
住
居
を
区
内
に
持
っ

て
活
躍
し
た
安
西
啓
明
（
１
９
０
５
～

１
９
９
９
）
や
小
絲
源
太
郎
（
１
８
８
７

～
１
９
７
８
）
な
ど
を
中
心
に
全
13
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

Chapter2

で
は
「
郷
土
の
風
景
」
と
し

て
画
家
た
ち
が
捉
え
た
仲
田
好
江
《
馬

込
風
景
》
や
西
田
藤
次
郎
《
久
が
原
住

宅
街
》
な
ど
大
田
区
の
風
景
全
７
点
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

Chapter3

で
は
「
爛
漫
」
と
題
し
て
小

林
古
径
《
牡
丹
》
な
ど
全
４
点
の
花
の

絵
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

所
在
地
…
…
南
馬
込
４
―
10
―
４

　

開
館
時
間
…
…
９
時
～
16
時
30
分

　

休
館
日
…
…
月
曜
日
・
年
末
年
始

　

�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
…
…
車
椅
子
使

用
者
専
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
１
台
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
有
、
展
示
室
段
差
無
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や
車
い
す
の

貸
出
有

年
々
盛
ん
に
な
る
大
桜
祭
り
、
そ
れ
に

華
を
添
え
る
の
が
俳
句
の
応
募
で
す
。
小

学
生
か
ら
一
般
の
方
々
ま
で
幅
広
い
作

品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

十
七
文
字
の
中
で
春
到
来
を
喜
び
、
桜
を

通
し
て
自
分
の
思
い
を
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

明
る
い
話
題
と
言
え
ば
、
馬
込
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
で
す
。
一
足
先
に
訪

れ
、
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
八
年
度

令
和
八
年
度

馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り

馬
込
文
士
村
大
桜
ま
つ
り

  
第
二
十
一
回
俳
句
大
会
入
選
作
品

第
二
十
一
回
俳
句
大
会
入
選
作
品

山
王
四
丁
目　

小
林　

望
恵

　

踊
り
子
が
泳
い
で
ゆ
く
よ
桜
川

南
馬
込
四
丁
目　

鈴
木　

伸
彦

　
き
ゃ
ぴ
き
ゃ
ぴ
と
流
し
踊
り
の
花
ふ
ぶ
き

南
馬
込
三
丁
目　

椋
尾　

光
代

　

深
夜
ま
で
桜
ま
つ
り
の
俳
句
か
な

東
馬
込
二
丁
目　

大
森　

順
子

　

大
空
の
す
べ
て
が
桜
ま
ご
め
祭

羽
田
四
丁
目　

福
島　

秀
也

　
わ
れ
を
呼
ぶ
馬
込
の
さ
く
ら
ま
つ
り
か
な

南
馬
込
六
丁
目　

松
浦　

安
紀
子

　

君
と
歩
む
初
桜
か
ら
十
五
年

港
区
芝　

安
村　

利
栄
子

　

春
ま
つ
り
文
士
文
豪
微
笑
み
て

中
央
四
丁
目　

赤
星　

優

　

新
婚
の
生く

ら
し活
色
づ
く
桜
か
な

選
評

＜

特
選＞

矢
口
二
丁
目　

も
り　

か
の
ん

は
な
び
ら
が
あ
た
ま
に
つ
い
て
い
る
よ
う
ふ
ふ

　

春
の
空
気
の
新
鮮
さ
。
お
花
見
の
な

ん
と
も
言
え
な
い
充
実
感
が
、「
う
ふ

ふ
」に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作

品
に
み
ち
て
い
る
大
き
な
満
足
感
と

幸
福
感
に
は
、
作
者
の
胸
の
と
き
め
き

と
、
は
や
る
心
の
リ
ズ
ム
と
が
美
し
い

日
本
語
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

＜

実
行
委
員
長
賞＞

西
馬
込
一
丁
目　

稲
田　

あ
き
よ

さ
く
ら
咲
く
羽
ば
た
い
て
発
つ
子
の
背
中

　

年
々
の
桜
の
花
に
は
、
人
生
の
一
端

が
つ
つ
ま
し
く
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
で
あ
る
こ
と
、
故
郷
が
あ
り
、

家
族
も
い
て
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の

ば
か
り
。
こ
の
作
品
は
ひ
と
り
の
旅
立

ち
の
希
望
と
哀
感
を
さ
っ
と
掃
い
た

よ
う
に
描
い
た
秀
作
で
す
。

＜

馬
込
特
別
出
張
所
長
賞＞

山
王
一
丁
目　

田
中　

さ
ち
子

授
乳
後
の
赤
子
の
息
か
ら
桜
の
香

　

桜
の
花
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
奥

行
き
と
深
み
が
描
か
れ
た
俳
句
に
意

表
を
突
か
れ
た
思
い
で
し
た
。
わ
た
し

た
ち
は
毎
年
ど
ん
な
愛
着
を
持
っ
て

こ
の
花
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
る
で
天
気
の
良
い
日
曜
日
の
朝

の
匂
い
が
す
る
一
句
で
す
。

選
者
鈴
木
章
和
俳
句
結
社「
翡か

わ
せ
み翠
」

主
宰　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
専
任
講
師

◎
貝
塚
中 
学
校
防
災
訓
練 

6/6（
土
）

◎
馬
三
小 

地
域
防
災
訓
練 

6/20（
土
）

◎
梅
田
小 

防
災
運
動
会
6/28（
日
）

◎
馬
込
東
中 

学
校
防
災
訓
練
7/4（
土
）

◎
北
野
青
年
会
盆
踊
り
大
会
7/11（
土
）

◎
第
31
回
馬
込
大
盆
踊
り
大
会
7/18 

（
土
）

　
雨
天
時
は
7/19（
日
）

◎
二
本
木
町
会
盆
踊
り
大
会
8/1（
土
）

◎
西一会
盆
踊
り
大
会 

８
月
下
旬

◎
龍
子
記
念
館（
TEL 

3772
‐
0680
）

●
名
作
展
「
彩
る
、
生
き
も
の
た
ち
。
―

川
端
龍
子
の
観
察
と
想
像
」（
仮
）令
和
８

年
６
月
20
日（
土
）
～
令
和
８
年
８
月
23
日

（
日
）

◎
熊
谷
恒
子
記
念
館（
TEL 

3773
‐
0123
）

●
か
な
の
美
展「
熊
谷
恒
子
の
原
点
―『
古

今
和
歌
集
』
を
中
心
に
振
り
返
る
―
」
令

和
８
年
４
月
18
日（
土
）
～
令
和
８
年
９

月
27
日（
日
）※
６
月
29
日
に一
部
作
品
展

示
替
え

◎
馬
込
図
書
館（
TEL 

3775
‐
5401
）

●
七
夕
ま
つ
り　
６
月
19
日（
金
）
～
７
月

５
日（
日
）

●
夏
休
み
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　
７
月
17

日（
金
）
～
８
月
31
日（
月
）

●
な
つ
や
す
み
お
た
の
し
み
会　
７
月
25
日

（
土
）11
時
～
12
時

　

令
和
８
年
２
月
１
日
、
清
々
し
い
寒

晴
れ
の
日
曜
日
に
大
田
区
立
馬
込
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
馬
込
の
桜
並
木
通
り
か
ら
鐙
あ
ぶ
み
ざ
か坂

を
少
し
登
っ
た
最
初
の
角
の
左
側
に
あ

り
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
施
設
？　

　

区
が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
等
を
、
保

管
・
展
示
す
る
拠
点
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。「
文
化
薫
る
馬
込
の
地
か
ら
、
郷

土
愛
を
育
む
と
と
も
に
区
民
の
生
活
を

豊
か
に
彩
る
場
と
し
て
の
施
設
を
目
指

す
」
と
の
こ
と
で
す
。
数
百
点
に
及
ぶ

所
蔵
作
品
が
お
よ
そ
三
か
月
ご
と
に
内

容
を
替
え
て
展
示
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

入
館
料
は
無
料
で
す
。

●
フ
ロ
ア
の
配
置

　

１
階
は
ロ
ビ
ー
と
展
示
エ
リ
ア
で
す
。

ロ
ビ
ー
は
ア
ー
ト
に
触
れ
、
学
び
、
楽

し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
に
な
り
ま

ウ
ェ
ル
カ
ム

馬
込
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
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